第16回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年４月２３日(水)　午後１時３０分～午後４時１０分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　　丹羽茂雄　　副委員長　水野とみ子
委　員　　青山直道　　川合保生　さとうゆみ
　すえ規代　　原田秀俊
副議長　　加藤　武

	
	事務局
	事務局長　局長補佐　　主任

	欠席者
	議　員
	委　員　　じんの和子


１　あいさつ
（１）副議長
（２）委員長
２　議題
（１）　議会基本条例制定のための研究
　各グループで検討した議会基本条例（案）を報告

（委員長）・　両グループの条例案で相違がある部分をどのような条文にするか検討する。
	検討箇所
	検討結果

	（２章）
議会の責務の１
	条文を「議会は、行政運営について審議し、議決機関としての責務を果たさなければならない。」とする。

	（２章）
議員の責務の２
	条文を「議会の構成員として、一部団体及び地域の代表にとどまらず、市民全体への奉仕者として活動するものとする。」とする。

	（２章）
会派
	条文を「会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する議員で構成し、活動するものとする。」とする。

	（２章）
議員の政治倫理
	第９章にも同様に項目として出されているので、第２章の「議員の政治倫理」は削除。

	（２章）
政務活動費
	第７章から第２章へ移動。条文を「・・・市民に対して使途を公開し、その説明責任を負うものとする。」とする。

	（３章）市民参加及び市民との連携の１
	条文を「・・・説明責任を十分果たすように努めなければならない」とする。

	（３章）市民参加及び市民との連携の２～６
	条文の語尾を「するものとする。」とする。

	（３章）市民参加及び市民との連携の３、４、５、６
	「公聴会制度及び参考人制度の項」「請願及び陳情の項」「市民との意見交換の場の項」「重要な議案に対する各議員の態度の項」を条文に入れるか次回検討する。

	（４章）議会と行政の関係（資料の提出）
	条文を「議会は、議案審議等に当たり、市長等に対し、必要に応じて資料の提出を求めることができる。」とする。


＜休憩　１４：３７＞

＜再開　１４：４５＞

（委員長）・　各項目の文言を委員会で検討すると時間がかかるので、本日の条例案の報告
を参考に、再度、各グループで検討することでよいか。

＜異議なし＞

（２）　議会アンケートのまとめについて

（委員長）・　報告書の作成にあたり、自由回答欄の回答に、議員の個人名や特定の政党を
挙げて中傷する意見があった。公表する前に省くべきと思われるが、意見はあ
るか。
（委　員）・　省く必要はない。

·  省く対象とした自由意見は、回答欄に記載された全文を削除するのか。

（副委員長）・　全文ではなく、個人や政党を中傷している部分のみ削除することで考えてい

る。

（副議長）・　報告書は、どのような方法で公開するのか。

（副委員長）・　市議会のホームページで公開する。

（委　員）・　意見の一部を修正するのは、問題ではないか。それであれば、該当する意見

全文を削除した方が良い。

（委員長）・　省く対象とした自由意見を全部削除するか、それとも一部削除とするかは、

次回検討する。

＜休憩　１５：３４＞

＜再開　１５：４０＞

（副委員長）・　議会アンケートの報告書を議会ホームページに掲載する旨、議会だより５月

臨時会号で周知したい。また、９月にパブリックコメントを実施したいと考え
ている。

（委員長）・　報告書表紙のあいさつに記載する名は、「長久手市議会」とするか「長久手

市議会議長」とするか、検討してほしい。

以上で委員会を終了する。
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